
○「指導者」及び「伴⾛⽀援」（伴⾛者）のイメージについて、委員で⽬線を合わせ
る必要があるのではないか。

（第２回検討会で⻘⼭委員から意⾒）

前回議論を踏まえた事務局で整理すべき事項

総合防除の推進における「指導者」及び「伴⾛⽀援」の考え⽅

想定される者役割⽴場

・国、試験研究機関（⼤学を含む）
・都道府県（主に⾏政部局、普及指導部局、農業試験場）
・農業者団体（JA全農、JA経済連等）
・⺠間事業者（防除資材／機器メーカー等）

課題の把握や新たな技術確⽴の中⼼
－地域の課題に対して、⽣産管理も含め
た解決の⽅向性検討、防除技術の開発

－様々な関係部局等と調整 等

技術確⽴に係
る総合調整、
技術開発

・都道府県（主に普及指導部局）
・農業者団体（JA全農、JA経済連等）
・防除等に関する専⾨的知⾒を持つ団体*、⺠間事業者（防除資
材／機器メーカー、コンサル等）

・ノウハウ及び経験を有する地域の先進的農業者

産地実証を経た技術の確⽴・防除体系の
構築、地域への広域展開・普及推進
－技術確⽴や普及に必要な取組を実施
－技術要素のフォローアップに必要な関
係者との調整 等

産地実証・普
及推進を通じ
た技術確⽴及
び改良

・都道府県（普及指導員／農業⾰新⽀援専⾨員、病害⾍防除所／
農業試験場職員）及び市町村

・JA職員（営農指導員）、専⾨農協職員
・防除資材／機器メーカー、ITベンダー
・防除等に関する専⾨的知⾒を持つ団体*、都道府県OB、地域
（広域）の防除協議会

・試験研究機関（⼤学を含む） 等

病害⾍・雑草防除に係る技術や情報を提
供
－発⽣予察情報（予報、注意報等）
－防除マニュアル、病害⾍に関する情報
－農薬／資材の適正使⽤に関する情報
－営農管理ソフトや、ICT技術を活⽤した
機器の利⽤ 等

防除指導、
技術の情報
提供

・都道府県（普及指導部局）及び市町村
・防除等に関する専⾨的知⾒を持つ団体*、⺠間事業者（コンサ
ル、植物病院®等）

・JA職員（営農指導員）、専⾨農協職員 等

－農政課題解決を総合的に⽀援
－作業サポート（ドローン散布等の専⾨
作業受注、農業機械設備のシェアリン
グ等、農業現場への⼈材供給）

－データ分析による判断サポート 等

営農活動の総
合⽀援

*︓（⼀社）農業改良普及⽀援協会、（⼀社）⽇本植物防疫協会、都道府県の植物防疫協会 等

■総合防除の推進に関わる者 ※太字は、現状において特に関わっていると考えられる者
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第3回総合的病害虫・雑草管理（IPM）実践指針の見直しに関する検討会
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指導者

【農業者から遠い】

【農業者に近い】

伴⾛⽀援者

・都道府県
(普及指導員

／農業⾰新⽀
援専⾨員)

・国
・試験研究機関
・都道府県

■総合防除の推進に関わる者（イメージ）

技術開発

実証、技
術確⽴／
改良

情報提供

総合⽀援

農業者

・農業者団体

・⺠間事業者

農業⽀援
サービス事
業者

【関係者の連携】

前回議論を踏まえた事務局で整理すべき事項
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現場の課題（気候変動、薬剤抵抗性、新規病害⾍等）

技術確⽴に係る
総合調整

防除指導・技術提供
農業⽀援サービスの提供・国

・都道府県
（⾏政・普及）

・農研機構
・都道府県
（試験場）

・⼤学
・⺠間企業 等

・JA全農

・JA経済連

技術開発

【課題の把握】

・市町村、農研機構、⼤学等

・関係団体、広域協議会、OB等

【相談】
農業者

【連携（情報共有）】

・農業機器メーカー

・農薬／農業資材
メーカー

・防除コンサル、
植物病院

・ITベンダー

・⼈材派遣会社 等
伴⾛⽀援

・地域JA

技術開発 技術及び防除体系の確⽴・産地導⼊、普及

－現状－ －今後求められる分野－

（先進）

（中核）

（発展段階）

（定着段階）

（新規参⼊）

＜⾼齢化・
中⼭間地等へ
の対応＞コーディネート

農業者への
指導

地域（ネットワーク）での
取組みを推進

技術提供

■関係者の連携イメージ

・都道府県
（防除所）（試験場）（普及）

・JA
（営農指導員、専⾨農協）

・⺠間企業
（農薬メーカー、農業資材／
機器メーカー、ITベンダー
等）

伴⾛⽀援

前回議論を踏まえた事務局で整理すべき事項




